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学校教育の充実

50101010 2,987,809 1 教育部　教育総務課

5,366,566 2 大羽　浩和

3 高い

2,980,008 4 高い

6,016,031 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50101030 36,161,898 1 教育部　教育総務課

2,150,132 2 大羽　浩和

3 極めて高い

35,671,019 4 高い

4,516,154 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50101040 15,159,800 1 教育部　教育総務課

330,923 2 大羽　浩和

3 高い

14,707,161 4 普通

445,537 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50101050 505,128,959 1 教育部　教育総務課

64,003,525 2 大羽　浩和

3 高い

448,561,424 4 高い

13,784,961 5 高い 改善の効果 高い

学校教育の充実

50101060 73,885,536 1 教育部　教育総務課

1,719,115 2 大羽　浩和

3 高い

74,315,479 4 高い

990,046 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50101070 26,814,531 1 教育部　教育総務課

2,406,818 2 大羽　浩和

3 高い

25,797,864 4 高い

2,673,182 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50101290 154,960,206 1 教育部　教育総務課

26,593,426 2 大羽　浩和

3 高い

178,072,749 4 高い

6,204,291 5 高い 改善の効果 高い

学校未来創造計画（長寿命化計画）に基づき計画的
に施設の長寿命化改修を実施し適切な維持管理に努
める。計画について、令和５年度に現状に合わせた見
直しを行う。良好な教育関係の保持のため令和５年度
に小中学校の特別教室に空調設備を整備するが、体
育館についても検討を進める。コロナ対策については、
社会情勢を注視しながら継続的に進める。

中学校管理運営事業
（50101290,501013
30～50101380）

184,277,040
7

中学校（4校）の施設設備の適切な維持管理
を計画的に行うことにより、建物の長寿命化を
図り、良好な教育環境を保持するとともに、生
徒の安全・安心を確保する。

181,553,632 事 務 事 業 評 価 学校施設の長寿命化計画を策定し、建設から
40年以上経過し老朽化している施設の長寿
命化を図っている。計画について、現状に合わ
せた見直し必要である。
学校統合に伴う児童生徒の安全な通学を確
保するためにスクールバスを運行している。※
令和4年度から学校用務員の人件費は学校
教育推進事業に移行。

赤羽根中学校の校舎屋上パラペット笠木設置工
事及び駐輪場改修工事を実施した。コロナ対策
の補助金を活用し、各学校に必要な感染症対
策物品を購入した。

実際の活用場面で支障がないように機器等の適正な
維持管理や技術的な支援を行う。
文部科学省のＧＩＧＡスクール構想を踏まえ、ネットワー
ク環境の充実を図る。

小学校情報教育整備
事業

(50101060,5010130
0)

75,305,525

6
学校教育法に基づき、経済的な理由により就
学困難な児童の保護者に対し、必要な援助
を行う。

29,221,349 事 務 事 業 評 価

経済的な理由により就学困難な児童生徒の
保護者に対し、学用品費・給食費等、学校に
かかる費用の一部を援助する。
児童生徒・保護者にとって適切な給付額、給
付方法、給付品目等について、社会情勢の変
化に的確に対応し、検討していく必要がある。

近隣市を参考に、社会情勢に応じた給付を適正
に行った。
物価高騰等の社会情勢を鑑み、所得制限の緩
和を行った。

社会情勢の変化に的確に対応し、児童生徒・保護者
にとって適切な給付額、給付方法、給付品目等につい
て引き続き検討する。

5
児童及び教職員用の情報教育環境を整備
し、児童の資料活用能力を育成するとともに
教職員の情報化を推進する。

75,604,651 事 務 事 業 評 価

パソコン等の計画的な導入・更新を図るととも
に、学校情報システムサポートデスクを開設し
教職員の情報技術向上に努めている。

導入・更新計画に基づき適切にリース契約等を
実施した。サポートデスクでは、直接支援・遠隔
支援等により教職員の問題解決に寄与した。

小学校教育扶助事業
（50101070,501013

10）

28,471,046

活発かつ高度な体育・文化活動が図られるように、学
校・児童生徒への必要な支援を行う。
令和５年度で小学校の部活動が終了することに伴い、
制度の再検討を行う。部活動奨励事業

15,152,698

4

小学校（１８校）の施設設備の適切な維持管
理を計画的に行うことにより、建物の長寿命
化を図り、良好な教育環境を保持するととも
に、児童の安全・安心を確保する。

569,132,484 事 務 事 業 評 価 学校施設の長寿命化計画を策定し、建設から
40年以上経過し老朽化している施設の長寿
命化を図っている。計画について、現状に合わ
せた見直し必要である。
学校統合に伴う児童生徒の安全な通学を確
保するためにスクールバスを運行している。※
令和4年度から学校用務員の人件費は学校
教育推進事業に移行。

学校未来創造計画に基づき福江小学校教室棟
の長寿命化を図り、改修工事を実施した。また、
神戸小学校のエレベーター等の改修工事を実
施した。
コロナ対策の補助金を活用し、各学校に必要な
感染症対策物品を購入した。

学校未来創造計画（長寿命化計画）に基づき計画的
に施設の長寿命化改修を実施し適切な維持管理に努
める。計画について、令和５年度に現状に合わせた見
直しを行う。良好な教育関係の保持のため令和５年度
に小中学校の特別教室に空調設備を整備するが、体
育館についても検討を進める。コロナ対策については、
社会情勢を注視しながら継続的に進める。

小学校管理運営事業
（50101050,501010
90～50101280）

462,346,385

義務教育振興事業
40,187,173

3

児童生徒の健全な育成とスポーツや文化の
振興を図るため、部活動への支援を行うとと
もに、全国大会等遠距離地への選手派遣に
対する支援を行う。

15,490,723 事 務 事 業 評 価

田原市総合教育大綱・教育振興計画に基づく各施策
の着実な進行管理を図る。教育行政に対する市民や
保護者の期待に応えるため、教育に関する現状と課題
の把握に努めるとともに、市民の理解が深まるように情
報発信の工夫に努める。

教育委員会運営事務
8,996,039

2

教育基本法に基づき、教育水準の維持向上
及び地域の実情に応じた教育を推進するた
め、一人ひとりの児童生徒に応じた教育の充
実を図るとともに、地域の魅力を生かした学
校教育に取り組む

38,312,030 事 務 事 業 評 価
学校プールの集約化を図るため、実証調査を
行うとともに、授業内容や市民プール整備後の
市全体の水泳授業の体制について早急に検
討する必要がある。
児童生徒への災害給付、豊橋市立くすのき特
別支援学校への支援等、教育における平等
性、安全性を確実に担保する必要がある。

全水泳授業を民間プールで実施するモデル型
実証調査及び2校合同で実施する合同型実施
調査を行い、泳力の向上、教員の負担軽減、合
同授業の可能性などが確認された。
市民プール整備の位置選定を行い、整備場所を
決定した。

学習環境、学校環境等の一層の充実を図る。
学校プールの集約化について、市民プール整備におい
て水泳授業に有効に活用できるように検討を進める。
また、市民プール整備後に全水泳授業を開始できるよ
うに、令和5年度から冬季の水泳授業の実証調査等を
具体的に行い、市全体の水泳授業の体制についても
検討を進める。

1

学校その他の教育機関を管理し、学校の組
織編制、教育課程、教科書その他の教材の
取扱及び教育職員の身分取扱に関する事務
を行い、並びに社会教育その他教育、学術
及び文化に関する事務を管理し及びこれを執
行するために設置された教育委員会の円滑
な運営を図る。

8,354,375 事 務 事 業 評 価

・教育委員会定例会や臨時会を開催し教育行
政全般の振興を図っている。
・開かれた教育行政を推進するため、会議内
容等をホームページに掲載し教育行政の情報
公開に努めている。

・田原市総合教育大綱・教育振興計画の改訂を
行い教育分野に係る各種計画の整理・統合を
行った。
・会議録などの内容を速やかにホームページに
掲載した。

児童生徒が高度な体育・文化活動に積極的
に参加できるように部活動や大会参加費等を
支援している。
 一方で、活動が全国に広がる中で、保護者等
への負担も増加傾向にある。
令和５年度で小学校の部活動が終了すること
に伴い、制度の再検討を行う必要がある。

部活動奨励交付金により小中学校の部活動を
支援した。また、ジュニアオリンピック等への出場
に際し全国大会等出場選手奨励交付金により参
加生徒への支援を行った。

令和5年度以降の
課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）事務事業名

R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果
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学校教育の充実

50102010 26,722,153 1 教育部　学校教育課

93,945,936 2 峠　尚良

3 高い

25,473,947 4 高い

165,984,563 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50102020 7,898,934 1 教育部　学校教育課

7,409,826 2 峠　尚良

3 高い

7,882,466 4 普通

7,142,597 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50102030 0 1 教育部　学校教育課

648,153 2 峠　尚良

3 普通

0 4 普通

623,828 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50102040 273,134 1 教育部　学校教育課

19,958,477 2 峠　尚良

3 高い

345,701 4 普通

20,768,611 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50102050 2,368,190 1 教育部　学校教育課

11,823,398 2 峠　尚良

3 高い

2,283,250 4 高い

11,111,095 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50102060 34,853,356 1 教育部　学校教育課

3,950,490 2 峠　尚良

3 高い

34,568,496 4 普通

3,873,929 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50102070 59,647,290 1 教育部　学校教育課

2,429,457 2 峠　尚良

3 高い

57,488,039 4 普通

2,434,915 5 普通 改善の効果 普通

悉皆検査の実施により、疾病の早期発見、予防に努め
る。

児童・職員健康管理
事業

（50102060,501020
80）

38,442,425

14

指導の効果を高めるため、ことばのきまり等の
補助教材や教師用指導書、教材資料等を購
入する。
タブレットの導入等により、学校のＩＣＴ教育環
境を整備する。

62,076,747 事 務 事 業 評 価

学習指導の効果を高めるため、補助教材を導
入した。
児童生徒一人一台のタブレットを有効活用で
きるように維持管理を行った。

補助教材を活用し、児童生徒への効果的な学
習指導を実施した。
児童生徒一人一台のタブレットを活用した学習
活動を行った。

補助教材を効果的に活用し、児童生徒の学習理解を
深める。
児童生徒一人一台のタブレットを活用した学習活動に
取り組む。

13
学校保健安全法に基づき、児童生徒及び教
職員の健康診断を実施し、疾病の早期発見
や予防のために適正な健康管理を図る。

38,803,846 事 務 事 業 評 価

児童生徒及び教職員の健康を管理し、疾病の
早期発見、予防に適切に対応している。

悉皆調査を行うことで、疾病の早期発見、予防を
行った。

小学校教材購入事業
（50102070,501024

90）

59,922,954

教育相談やカウンセリング、学校への巡回活動等によ
り、支援の必要な児童生徒をサポートする。

教育サポートセンター
事業

21,114,312

12

教職員の資質及び指導力の向上を図るた
め、各学校内で現職研修を充実させる。研究
指定校や教育課題研究校による教育活動の
研究推進を支援する。

14,191,588 事 務 事 業 評 価

指導力の向上のため、各校において現職研修
を行うとともに、研究指定校において研究活動
を実施した。

各学校において現職研修を行うとともに、研究指
定校による研究発表を通じて教職員の資質と指
導力の向上を図った。

現職研修や研究発表等を通じて、教職員の資質及び
指導力の向上を図る。

教員研修事業
13,394,345

11

不登校児童・生徒、悩みを抱えた児童・生
徒・保護者に対し、学校・家庭等との連携を
図りながら、きめ細かな相談や指導及び助言
を行う。校内における生活支援や個別指導な
ど児童生徒の教育活動を支援する。

20,231,611 事 務 事 業 評 価

教育相談員、適応指導教室運営員、教育支
援コーディネーター等を配置し、学校、家庭等
と連携を図りながら、きめ細やかな相談や指導
及び助言等を行った。

児童生徒及び保護者に対して、相談・指導及び
助言等を行った。

英語に親しむだけでなく、外国語による「聞くこと」「読む
こと」「話すこと」「書くこと」の言語活動を重視し、外国
語でのコミュニケーション能力の向上を図る必要があ
る。

国際理解教育推進事
業

15,025,063

10
アメリカ・ジョージタウン市、ギブソン郡及びプリ
ンストン市等への中学生の派遣交流を通し
て、生徒の国際理解を促す。

648,153 事 務 事 業 評 価

新型コロナウイルス感染防止のため、ＩＣＴを活
用しての情報交換を行った。

新型コロナウイルス感染防止が必須の中、継続
して情報交換を行った。

新型コロナウイルス感染症の状況を見極めつつ、これ
までの派遣交流の成果還元を振り返りながら、中学生
の国際理解につながる効果的な手法を検討する。

9
児童生徒が英語に慣れ、国際理解を深める
ために、外国語指導助手（ALT)を小中学校
に派遣する。

15,308,760 事 務 事 業 評 価

市内全小中学校へのALTの派遣により、外国
の生活習慣などを知る事で国際理解を深め
た。

ALTを派遣することで、児童生徒が英語に親しむ
ことができた。

中学生海外交流事業
623,828

8

一人一人の児童生徒に応じた教育を充実さ
せるために、必要な人材を配置する。児童生
徒の学力向上と生きる力の育成を図るため、
多様な教育活動を推進する。

120,668,089 事 務 事 業 評 価

学びのみかた非常勤講師や学校司書、部活
動指導員などの任用や、児童生徒が情報ネッ
トワーク環境を活用することで、きめ細かく質の
高い教育を行った。

学びのみかた非常勤講師等による学習指導やタ
ブレットの活用により、多様な学習の機会を確保
した。

児童生徒一人一人の理解に応じた学習を保障するた
め、適切な人員の配置により多様な教育活動を実践
する。

学校教育推進事業
191,458,510
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事務改善に向けた取組の成果

学校教育の充実

50102090 3,358,381 1 教育部　学校教育課

42,239,845 2 峠　尚良

3 高い

3,847,048 4 普通

40,929,543 5 普通 改善の効果 普通

学校教育の充実

50103060 1 教育部　教育総務課

2 大羽　浩和

3 高い

23,833,370 4 高い

5,861,615 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50104020 736,907,859 1 教育部　教育総務課

21,049,478 2 大羽　浩和

3 高い

745,054,498 4 高い

22,763,035 5 普通 改善の効果 高い

学校教育の充実

50105010 12,864,000 1 教育部　教育総務課

1,245,604 2 大羽　浩和

3 高い

13,278,000 4 高い

1,106,263 5 普通 改善の効果 高い

生涯学習の充実

50201010 2,619,621 1 教育部　生涯学習課

4,198,813 2 藤井　透

3 高い

3,018,355 4 高い

6,435,182 5 高い 改善の効果 普通

生涯学習の充実

50201020 688,219 1 教育部　生涯学習課

9,080,648 2 藤井　透

3 高い

897,624 4 普通

7,618,288 5 普通 改善の効果 普通

生涯学習の充実

50202010 75,576,157 1 教育部　生涯学習課

65,466,747 2 藤井　透

3 高い

168,581,132 4 高い

59,355,734 5 普通 改善の効果 普通

・社会教育施設等長寿命化計画を基に、今後も地域
の人・文化の交流、コミュニティ活性化の拠点として利
用できるよう、計画的に施設改修を実施する。
・主事研修など人的支援を着実に実施し、市民館活
動の活性化を図っていく。

市民館運営事業
227,936,866

21

生涯学習及び地域コミュニティ活動の拠点と
して、市民が安心・安全で楽しく利用できるよ
うに、市民館の修繕・工事・備品購入等により
施設整備を図る。

141,042,904 事 務 事 業 評 価

・地域で市民館の利用状況に差がある。
・建築後長い年数が経過した市民館が多く、工
事、修繕が必要な施設・設備が増えている。

・地域における生涯学習・コミュニティの拠点とな
るように支援を行った。
・工事修繕を行い施設・設備整備に努めた。
（トイレ洋式化改修工事ほか）

・社会教育審議会で生涯学習振興計画の進捗状況を
報告し、計画に沿った社会教育の推進を図る。
・田原市における地域学校協働活動の在り方につい
て、社会教育審議会にて調査研究を行う。社会教育推進事業

9,453,537

20

市民の多種多様な学習要求に応えるため、
講座等を開催し、市民の自主的な活動を促
し、生涯を通して主体的に学び、心豊で生き
生きと自立した人生を築く「きっかけづくり」を
行う。また、仲間づくりを推進する。

9,768,867 事 務 事 業 評 価

・児童生徒文化体験教室、しおさい大学、市
民カレッジなどを開催した。
・市民カレッジ、児童生徒文化体験教室で申
込者が少なく不開催となる講座がある。

・新型コロナウイルス感染防止対策を講じた講座
を運営するため、講師と会場、内容等を協議し、
各種講座を開催した。
・新型コロナウイルスの影響で延期や中止になっ
た講座あった。

・多様な文化体験ができる環境があることを様々な広
報手段を用い、市民への周知を図る。

生涯学習講座等開催
事業

8,515,912

19

社会教育審議会を開催し、社会教育事業に
ついて提言や助言を受け方針や計画に反映
させる。人権擁護を推進するため田原人権
ファンクション委員会を支援する。

6,818,434 事 務 事 業 評 価
社会教育審議会　２回開催
生涯学習情報誌　年２回発行
・社会教育審議会を開催し、社会教育事業に
ついて助言や提案を受ける。
・社会教育の振興を図るため社会教育団体連
絡協議会へ活動事業補助の実施。
・人権ファンクション委員会　講演会開催した。

・生涯学習情報誌は、市民館や公共施設に配布
し、ホームページで情報の提供を行った。

・安心・安全でおいしい給食を提供し、残食率の低減に
つなげていく。
・地元食材を取り入れた献立を増やすとともに、納入体
制を支援する。
・適正な栄養摂取と給食の質の維持のため給食費の
改定とそれに伴う保護者負担の軽減対策を併せて検
討していく。

給食センター運営事
業

(50104020,5010417
0)

767,817,533

18
市内の高校生が、安心して高校生活を送るこ
とができるように通学や就学について必要な
支援を行う。

14,109,604 事 務 事 業 評 価

高等学校等バス通学費助成制度により、通学
定期購入者に対し3割の通学支援を実施して
いる。
奨学金の利用を希望している保護者が有効に
制度を利用してもらえるように、しっかり啓発す
る必要がある。

高等学校等バス通学費助成制度について、市
内在住の多くの高等学校通学者が利用した。
奨学金制度については、所得制限の緩和を行
い、校長会などでＰＲした結果、令和５年度から
の利用者が増加した。

高等学校等バス通学費助成制度については、子育て
支援を含めて引き続き継続実施する。
奨学金制度については、令和4年度に所得制限の緩
和を行ったが、適正な所得制限の率等については、社
会情勢等を注視し検討していく。

17

給食センターの維持管理・運営を行い、給食
を実施することにより、園児・児童・生徒の食
事についての正しい理解と望ましい食習慣を
養い、合理的な栄養摂取による健康増進を
図る。

757,957,337 事 務 事 業 評 価

・PFI方式により安心・安全でおいしい給食を提
供している。
・献立を工夫することで地元食材の利用促進と
残食率の低減に努めている。
・物価上昇により、適正な栄養摂取と給食の質
の維持が難しくなってきている。

・地元食材の利用を増やすよう、旬の食材を使っ
た献立を取り入れたり、生産者団体へ働きかけ
た。
・保護者負担を考慮し給食費の増額は行わず、
賄材料費のみ増額し市負担とすることで給食の
維持に努めた。

高等学校等生徒支援
事業

14,384,263

地域、家庭、学校が連携して児童生徒の教育に関わ
ることで、地域の将来を担う人材育成に取り組む。

共育推進事業
44,776,591

16

田原市学校未来創造計画（長寿命化計画）
に基づき、童浦小学校の教室棟の改修や屋
内運動場の改築等を行い、教育環境の充実
を図る。

事 務 事 業 評 価

教室棟の改修や屋内運動場の改築等に関し、
建築課並びに学校及び関係者と必要な調整
を行い、検討を進めている。

屋内運動場改築工事設計、地盤調査及びアス
ベスト含有検査を実施した。また、次年度の校舎
長寿命化改修工事設計に向け、校舎棟の工事
内容等について調整を進めた。

屋内運動場は令和6年8月、校舎棟は令和8年1月の
竣工に向け、着実に事業を実施していく。
屋内運動場の空調設備の整備について早急に検討を
進める。童浦小学校整備事業

29,694,985

15
学校・家庭・地域が信頼関係を深め、協力し
て児童生徒の教育に関わる体制を構築す
る。

45,598,226 事 務 事 業 評 価

地域との連携によって学習指導員やスクール
サポーター等を学校に配置し、児童生徒への
教育支援を行った。

学習指導員やスクールサポーターなど地域人材
の協力を得て、児童生徒の学習活動での支援を
行った。



施策名

事務事業コード 　内 直接事業費 1 　担当部課名
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R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

生涯学習の充実

50202040 8,015,007 1 教育部　生涯学習課

14,047,996 2 藤井　透

3 高い

8,995,911 4 高い

16,518,985 5 普通 改善の効果 普通

生涯学習の充実

50202060 5,323,636 1 教育部　生涯学習課

10,879,073 2 藤井　透

3 高い

8,733,565 4 高い

5,331,688 5 普通 改善の効果 普通

生涯学習の充実

50203010 39,626,188 1 教育部　図書館

105,547,066 2 是住　久美子

3 高い

74,784,809 4 高い

108,600,377 5 普通 改善の効果 高い

生涯学習の充実

50203020 22,177,532 1 教育部　図書館

17,318,181 2 是住　久美子

3 高い

24,909,030 4 高い

18,608,077 5 普通 改善の効果 高い

スポーツの振興

50301010 8,967,090 1 教育部　スポーツ課

12,220,649 2 鈴木　雅也

3 高い

9,241,721 4 高い

16,797,609 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50301040 5,736,995 1 教育部　スポーツ課

4,219,514 2 鈴木　雅也

3 高い

7,794,600 4 普通

2,705,668 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50302010 3,116,248 1 教育部　スポーツ課

2,419,865 2 鈴木　雅也

3 高い

3,331,796 4 高い

2,145,200 5 高い 改善の効果 高い

会員数や団員数の確保のため、各団体の活動の紹介
や、事業内容の充実と活動を支える指導者の育成を
図る。スポーツ団体支援事

業

10,500,268

28

市内の全小中学校の屋内運動場、武道場、
屋外運動場等を学校教育に支障のない範囲
で、地域の定期的なスポーツ活動等の場所
として市民に開放する。

5,536,113 事 務 事 業 評 価

身近な学校施設をスポーツの場として利用す
ることで、地域のスポーツ振興に寄与してい
る。
学校の統廃合による施設の減少を受け、施設
の利用調整や公平な施設利用が課題である。

利用者の利便性向上のため、破損器具の修繕
を行った。
鍵の貸し出しについて、随時貸し出しの他に令和
3年度から最長6カ月間の長期貸し出しも可能と
しており、利用に問題がなかったことから令和4年
度から最長1年間に延長し、利便性の向上を
図った。

学校施設の公正な利用の推進に努め、地域のスポー
ツ推進を図る。
身近にある学校施設を活用し、心身ともに健康な状態
を作る。
利用者の利便性の向上のため、鍵の長期貸し出しの
継続や利用申請の簡素化・電子化を進める。

学校施設開放事業
5,476,996

27

各種スポーツ団体の活動を支援し、スポーツ
教室等を通じてスポーツの喜びや楽しさを体
験するとともに、技術の向上や仲間との友情
及び健康づくりの推進を図る。

9,956,509 事 務 事 業 評 価

スポーツ協会、スポーツ少年団への支援を行
い、スポーツ教室や大会などを開催。
スポーツ協会、スポーツ少年団ともに自主的
な活動をする中で、会員数や団員数を確保す
るため、活動の充実を図ることが課題である。

会員数や団員数の確保のため、各団体の活動
を広報で紹介した。
スポーツ教室や大会開催など、団体の活動費を
支援した。

収集方針、選書基準に基づき効率的・効果的な資料
収集を行う。資料展示やブックリスト等の活用により利
用促進につなげる。雑誌スポンサーをはじめとした支援
者を獲得する。ふるさと教育を進めるための地域資料
の収集や編集、発信を強化する。

図書館資料収集事業
43,517,107

26

指導者や激励金等、スポーツを行う環境の
充実を図るとともに、市民のスポーツ意識を
向上させる事業を行い、市内のスポーツ振興
を図る。

21,187,739 事 務 事 業 評 価
スポーツ推進委員を講師としたほーもん講座
の開催。
全国大会等に出場する選手への激励金の支
給。
市民のスポーツ意識の向上のため、スポーツ
推進委員とスポーツ普及員の連携した普及活
動が必要である。

スポーツ推進委員が講師となってスポーツ普及
員に対して研修を行い、連携しやすい環境を整
えた。
スポーツ推進委員の知識や技術の向上を図り、
ニュースポーツの普及に取り組んだ。

スポーツ推進計画の進捗状況を把握し、効率的に計
画の推進を図る。
スポーツだけでなく、健康増進や観光分野との連携に
より、市民のスポーツ意識の向上を図る。

25

市民の資料や情報に対する要求に応え、中
央図書館・赤羽根図書館・渥美図書館及び
移動図書館いずみ号・やしの実号の資料の
収集を行う。

39,495,713 事 務 事 業 評 価

人口当たりの資料貸出数は全国トップレベルだ
が、減少傾向が続いている。多様化するニー
ズに応え、市民の課題解決に役立つ資料を揃
え、利用につなげる必要がある。

全体の貸出冊数はコロナ禍以前の数値に戻すこ
とは出来なかったが、小学校を巡回する移動図
書館の貸出が増加した。分館にも雑誌スポン
サーがつき、提供雑誌の種類確保につなげること
ができた。

スポーツ振興事業
26,039,330

・ふるさと教育推進のため、教育委員会内、学校や地
域との連携体制を構築する。
・適正な維持管理のため計画的に整備を実施する。ふるさと教育センター

運営事業

14,065,253

24

市民の生涯にわたる学習活動を、読書支援
及び課題解決支援の観点から積極的に援助
し、かつ、交流とコミュニティ活動の推進に寄
与するため図書館の管理運営を行う。

145,173,254 事 務 事 業 評 価
読書支援及び課題解決支援に加え、ふるさと
教育の推進が課題である。今後は電子書籍等
のオンラインサービスの充実が求められるが、
同時に障害者や高齢者等の情報格差の解消
も必要である。図書館サービスを通じて市民の
ウェルビーイングの向上と地域活性化に貢献
する。

中央図書館開館20周年、赤羽根図書館開館
30周年記念行事を多数企画し、多くの参加者を
得て実施することができた。多数のボランティア
の参画により「スマホお悩み相談」等の事業を実
施することができた。

デジタル田園都市国家構想基本方針で図書館に求め
られる、地域のリアルな交流とデジタルの相乗効果によ
るコミュニティ活動の活性化に取り組む。多様な主体と
連携、協働しながら、ふるさと教育を推進し、ひとづく
り、地域づくりにつながる取り組みを進める。

図書館運営事業
183,385,186

23

教育センター、子ども・若者総合相談窓口、
文化財センター等の機能を集約したふるさと
教育センターを管理運営し、ふるさと教育の
充実を図る。

16,202,709 事 務 事 業 評 価
・ふるさと教育関連資料の収集、整理を進め
た。
・教員や保育士に研修や集会の場を提供し
た。
・施設は老朽化しており、設備の不足もあるた
め、利用状況を踏まえ、修繕工事や設備の補
充が必要である。

・文化財資料の一部展示を行い、ふるさと教育
の振興を図った。
・施設の利便性向上のための改修工事等を実施
した。（エアコン設備設置工事、トイレ洋式化改修
工事）

22

江比間野外活動センターの利便性を図り、よ
り多くの利用者に良質のサービスを提供でき
るよう施設の維持管理及び、運営を行う。（負
担割合田原市50％、豊橋市50％）

22,063,003 事 務 事 業 評 価

・新型コロナウイルス感染防止対策のため施設
の利用制限や宿泊の停止により利用者数は減
少しており、長期的にも減少傾向にある。
・市内唯一の公共宿泊研修施設として老朽化
への対応を図る必要がある。

・新型コロナウイルス感染防止対策を講じた内容
にて、わくわくキャンプ等の自然体験教室を開催
した。

・今後の施設のあり方について、引き続き豊橋市と協
議を行う。

江比間野外活動セン
ター運営事業

25,514,896
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事務事業コード 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

令和5年度以降の
課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）事務事業名

R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

スポーツの振興

50302020 424,852 1 教育部　スポーツ課

4,829,698 2 鈴木　雅也

3 高い

802,401 4 高い

9,144,401 5 普通 改善の効果 高い

スポーツの振興

50302040 4,071,585 1 教育部　スポーツ課

11,053,777 2 鈴木　雅也

3 高い

15,052,445 4 高い

15,178,164 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303010 3,450,680 1 教育部　生涯学習課

4,181,576 2 藤井　透

3 高い

9,833,934 4 高い

4,651,480 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303020 15,576,429 1 教育部　生涯学習課

13,992,613 2 藤井　透

3 高い

21,397,613 4 普通

14,616,367 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303030 4,916,023 1 教育部　生涯学習課

5,361,580 2 藤井　透

3 高い

7,045,824 4 高い

5,088,959 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303040 25,439,670 1 教育部　生涯学習課

1,684,930 2 藤井　透

3 高い

27,634,831 4 高い

2,987,676 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303050 10,595,687 1 教育部　生涯学習課

1,265,342 2 藤井　透

3 高い

22,346,017 4 高い

4,639,478 5 普通 改善の効果 普通

市民が安全・安心して利用できるスポーツ施設の整備
を図り、安定した維持管理を実施する。
指定管理者と綿密な連絡・報告体制をとり、適正な管
理運営を行う。

滝頭公園スポーツ施
設運営事業

26,985,495
35

施設の利便性を図り、多くの市民がスポーツ
に親しむことができるように管理運営を行う。

11,861,029 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・指定管理により、施設の適切な管理運営を実
施した。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕を実施した。（野球場内野整備工事、野球場
スコアボード修繕工事、テニスコート人工芝修繕）

施設全体の経年・機能・性能劣化を防ぎ、利用者の利
便性を考え、計画的な修繕等を実施する。

中央公園スポーツ施
設運営事業

12,134,783

34
施設の利便性を図り、多くの市民がスポーツ
に親しむことができるように管理運営を行う。

27,124,600 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・指定管理により、施設の適切な管理運営を実
施した。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（喫茶室ソファ張替修繕、トイレ洋式
化改修工事）

市民が安全・安心して利用できるスポーツ施設の整備
を図り、安定した維持管理を実施する。
指定管理者と綿密な連絡・報告体制をとり、適正な管
理運営を行う。

33
市民にスポーツ活動の場を提供し、優れた施
設でスポーツに親しむために、施設の安定し
た維持管理を行う。

10,277,603 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（弓道場防矢ネット取替修繕、テニ
スコート照明取替修繕、テニスコート人工芝管理
用砂購入等）

緑が浜運動公園運営
事業

30,622,507

施設全体の機能・性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考え、計画的な修繕等を実施する。

総合体育館運営事業
14,485,414

32

スポーツ施設（体育館・野球場・多目的広
場・テニスコート・弓道場）の拠点として重要な
役割を担っており、施設の安定した維持管理
を行う。

29,569,042 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（テニスコート照明盤取替修繕、トイ
レ洋式化改修工事等）

施設全体の機能・性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考え、計画的な修繕等を実施する。

渥美運動公園運営事
業

36,013,980

31
市民にスポーツ活動の場を提供し、安全安
心に利用できる施設を目指し、施設の安定し
た維持管理を行う。

7,632,256 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（エレベーター修繕、トイレ洋式化改
修工事）

子どもから大人まで、誰でも気軽に参加できるイベント
を各地区で開催できるよう支援する。
各イベントの参加申込み方法の電子化を進め、申し込
みしやすい環境を整備する。
イベントを通して田原の魅力を再発見してもらい、ふる
さと教育につなげる。

スポーツ大会開催事
業

9,946,802

30

各種スポーツ団体が開催する大会を支援し、
田原市の魅力を国内外に発信する。また、参
加選手や応援者等の交流により地域の活性
化を図る。

15,125,362 事 務 事 業 評 価

トライアスロン伊良湖大会の開催支援。
オフロードトライアスロン大会の開催支援。
渥美半島駅伝競走大会の開催支援。
実業団駅伝競走大会の開催支援。
各大会の開催による地域の活性化、ボラン
ティアの確保が課題である。

各大会でのボランティアは、地元をはじめ多くの
方の協力を得ることができた。
コロナ禍でも開催できた各大会の開催により、地
域の活性化につながっている。

ボランティアの申込み方法の電子化を進め、申し込み
しやすい環境を整備する。トライアスロン伊良湖大会や
サーフィン大会、駅伝大会等、本市の魅力を発信でき
るスポーツ大会を支援し、また、第20回アジア競技大
会（2026/愛知・名古屋）の開催に向けた支援を行
い、交流人口の増加及び地域の活性化につなげるとと
もに、スポーツの振興を図る。

29

市民の誰もが生涯にわたり身近な環境でス
ポーツを楽しめる機会を提供し、市民の体力
増進及び健康向上に寄与できるような各種
大会を実施する。

5,254,550 事 務 事 業 評 価 中学生スポーツ教室の開催。
ウォーキングやロゲイニング大会、子ども向け
運動教室の開催。
普段スポーツをする機会のない方、障がいの
ある方など誰でも参加できるようなイベントを開
催したり申込み方法の電子化を進め、申し込
みしやすい環境を整備し、参加者を増加させる
ことが課題である。

ウォーキングやロゲイニング大会、子ども向け運
動教室、ニュースポーツ体験会の電子申込み環
境を整備し、多くの方が利用して申し込みされ
た。

スポーツ大会支援事
業

30,230,609



施策名

事務事業コード 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

令和5年度以降の
課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）事務事業名

R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

スポーツの振興

50303060 10,275,642 1 教育部　生涯学習課

1,215,242 2 藤井　透

3 高い

23,008,887 4 高い

4,540,602 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303070 6,444,459 1 教育部　生涯学習課

6,085,129 2 藤井　透

3 高い

8,965,561 4 高い

4,301,005 5 普通 改善の効果 普通

スポーツの振興

50303080 2,655,079 1 教育部　生涯学習課

1,565,624 2 藤井　透

3 普通

2,886,660 4 普通

2,559,530 5 普通 改善の効果 普通

青少年健全育成

50401010 4,365,063 1 教育部　生涯学習課

8,756,416 2 藤井　透

3 高い

4,351,733 4 高い

9,213,876 5 普通 改善の効果 普通

青少年健全育成

50401030 325,000 1 教育部　生涯学習課

2,230,984 2 藤井　透

3 高い

381,943 4 高い

1,215,747 5 普通 改善の効果 普通

青少年健全育成

50401040 1,929,902 1 教育部　生涯学習課

3,314,597 2 藤井　透

3 高い

2,064,913 4 普通

4,430,373 5 普通 改善の効果 普通

芸術文化の振興

50501010 3,670,228 1 教育部　生涯学習課

5,204,999 2 藤井　透

3 高い

4,299,026 4 普通

6,004,241 5 普通 改善の効果 普通

・より魅力ある式典にするため、早めに実行委員で内容
の検討ができるよう、実行委員の選出方法や会議方
法を工夫する。

成人式運営事業
6,495,286

42

市民の芸術文化活動を振興するため、発表
の場の提供や事業委託により意識の高揚を
図り、芸術文化団体や市民グループ等の育
成を支援する。

8,875,227 事 務 事 業 評 価

・文化ホール自主事業の開催、コンサート開催
委託、文化教室開催委託、文化協会活動補
助を実施。
・文化協会会員数が減少傾向にあることや文
化ホール自主事業の集客に苦慮している。

・新型コロナウイルス感染防止対策を講じたうえ
で、一般財団法人の助成事業により低コストで質
の高い自主事業を開催した。

・市民活動の自発的な企画・運営支援を継続的に行
う。
・事業者との連携事業を計画することで、経費縮減に
努め、文化ホール自主事業の充実を図る。

41

大人になったことの責任を自覚し、豊かな人
間性を持った大人として活躍してもらうことを
期待し、激励するために記念式典を開催す
る。

5,244,499 事 務 事 業 評 価

・二十歳の集い実行委員会が主体となり、式
典内容を協議していくことが望ましいが、実行
委員は市外に転出している学生が多く、実行
委員会を複数回開催することが難しい。

・新型コロナウイルス感染防止のため、運営内容
等を検討し、田原と渥美の２会場で開催した。
・市外に転出している実行委員が多かったため、
実行委員会をＷｅｂ会議で開催した。

芸術文化振興事業
10,303,267

・青少年健全育成関係機関の連携体制を構築する。
・子ども・若者の支援ネットワークの構築を図り、支援の
周知を図る。

青少年健全育成推進
事業

13,565,609

40

保護者等に対して家庭教育に関する学習機
会を提供し、家庭教育の重要性についての共
通理解と意識を深め、家庭・学校・地域が連
携して青少年健全育成を推進することにより、
家庭教育力の向上を図る。

2,555,984 事 務 事 業 評 価

・保育園・認定こども園や小学校・中学校で実
施した講演会等の助成を行う。
・中学校の実施が少なく、全体の件数は例年
横ばい状態が続いている。

・講演会等の実施を通して、家庭教育の理解を
深めることができた。
・新型コロナウイルスの影響により延期や中止に
なった事業もあった。

・小中学校等への情報提供回数を増やし、学習機会
の周知に努める。

家庭教育推進事業
1,597,690

39

家庭・学校・地域などが連携し、地域活動を
通して青少年の健全育成を推進し、機運の
醸成を図る。青少年問題協議会、子ども・若
者支援地域協議会を開催し、青少年の非行
防止及び若者の自立支援を行う。

13,121,479 事 務 事 業 評 価 ・青少年健全育成推進協議会　２回開催
・青少年問題協議会と子ども・若者支援地域
協議会を同日開催　２回開催
・子ども・若者総合相談窓口の相談件数
延べ428件　相談は、15～19歳が半数を占め
ている。
・市子ども会連絡協議会・単位子ども会活動
事業補助の実施。

・青少年健全育成推進員は、小中学校との情報
交換を行い、連携の強化を図った。
・子ども・若者の支援は、関係部署や関係機関、
高等学校との連携を図った。

施設全体の機能･性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考慮に入れ、計画的な修繕を実施する。
個別施設計画に基づいた今後の施設のあり方につい
て、一定の方向性を決めていく。

赤羽根文化広場運営
事業

13,266,566

38
地域のスポーツ活動の場として重要な役割を
担っており、広場の安定した維持管理を行う。

4,220,703 事 務 事 業 評 価

・地域でのスポーツ活動の推進及び地域活動
の場として、適切な管理及び運営を行ってい
る。
・利用者が安心して、快適に利用できるよう計
画的な修繕等が必要である。

・地域自治会等へ管理委託し、適切な管理運営
を実施した。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕を実施した。（トイレ外壁等修繕、公園フェンス
扉修繕等）

地域の方が安全に利用できる運動広場として、安定し
た維持管理を実施する。

37
市民にスポーツ活動の場を提供し、安全安
心に利用できる施設を目指し、施設の安定し
た維持管理を行う。

12,529,588 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の老朽化を図り、利用者が安全に使用
できるように、日頃の点検と修繕を継続する必
要がある。

・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（高圧受電設備修繕、トイレ洋式化
改修工事）

地域運動公園運営事
業

5,446,190

36
施設の利便性を図り、多くの市民がスポーツ
に親しむことができるように管理運営を行う。

11,490,884 事 務 事 業 評 価

・市民が安心して快適にスポーツを楽しめるよ
う施設の適切な管理及び運営を行っている。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるよう計画的な整備が必要である。

・指定管理により、施設の適切な管理運営を実
施した。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕を実施した。（陸上競技場走路改修工事、高
圧受電設備修繕工事）

市民が安全・安心して利用できるスポーツ施設の整備
を図り、安定した維持管理を実施する。
指定管理者と綿密な連絡・報告体制をとり、適正な管
理運営を行う。

白谷海浜公園陸上競
技場運営事業

27,549,489



施策名

事務事業コード 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

令和5年度以降の
課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）事務事業名

R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

芸術文化の振興

50503010 58,252,803 1 教育部　生涯学習課

32,402,927 2 藤井　透

3 高い

77,171,199 4 高い

36,263,328 5 普通 改善の効果 普通

芸術文化の振興

50503020 7,532,358 1 教育部　生涯学習課

3,064,345 2 藤井　透

3 高い

10,186,937 4 高い

3,901,916 5 普通 改善の効果 普通

芸術文化の振興

50503030 33,804,033 1 渥美支所　地域課

16,712,482 2 小久保　義則

3 高い

60,643,249 4 普通

16,139,505 5 普通 改善の効果 普通

芸術文化の振興

50503040 7,943,465 1 教育部　文化財課

848,198 2 天野　敏規

3 普通

8,001,883 4 普通

830,838 5 普通 改善の効果 普通

芸術文化の振興

50503070 0 1 教育部　生涯学習課

0 2 藤井　透

3 高い

95,197,300 4 高い

335,679 5 普通 改善の効果 普通

文化財の継承

50601010 359,736 1 教育部　文化財課

12,713,361 2 天野　敏規

3 高い

978,090 4 普通

14,474,035 5 普通 改善の効果 普通

文化財の継承

50601020 6,676,914 1 教育部　文化財課

8,688,004 2 天野　敏規

3 高い

3,384,995 4 普通

10,874,954 5 普通 改善の効果 普通

49

文化財保護審議会活動による文化財保護の
推進と文化財の啓発・啓蒙を図る。
歴史資源の保全と市民の文化向上に資する
ため、文化財の適正な保護・保存を図り、史
跡等の文化財の維持・管理並びに環境整
備・補修等を行う。また、講座等の普及活動
により、ふるさと学習の推進を図る。

15,364,918 事 務 事 業 評 価
文化財保護を推進するため、必要に応じた文
化財指定を進める。
指定文化財等を積極的に調査し適正な管理
を図る。
地域文化を担う後継者の育成やふるさと学習
の推進を図る。
明確な文化財保存事業費補助基準必要。

文化財保護の中心的機関である文化財保護審
議会から専門的指導を受けた。
地域の歴史・文化を継承する目的で、出前講座
や普及啓発資料等の活用等により、ふるさと学
習の推進を図った。

施設全体の機能･性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考慮に入れ、計画的な改修工事を実施する。

渥美文化会館整備事
業

95,532,979

48

埋蔵文化財の保存・活用を図るため、出土資
料の整理や台帳整備を行う。
国、県と連携し貝塚群（伊川津貝塚等）の遺
物整理、遺跡調査を実施する。
公共工事等に伴う現地立会や現地調査を適
宜実施する。

13,073,097 事 務 事 業 評 価

公共工事や開発行為等に伴う埋蔵文化財調
査・調整等が増加し、対応や文書処理に要す
る時間が増加している。
また、収蔵方法の検討や収蔵施設での資料の
整理が課題となっている。

国庫補助事業として貝塚群（伊川津貝塚、吉胡
貝塚）の資料整理を実施した。
ふるさと教育センターの展示室で、埋蔵文化財
資料を公開した。

たはらｅマップを活用し、埋蔵文化財包蔵地確認の効
率化を図る。
計画的な埋蔵文化財資料の保管・整理、遺跡調査を
引き続き推進する。
また、成果について市民に還元できるようにふるさと教
育センター展示室の展示等に活用するとともに、収蔵
方法、調査体制についても検討を進める。

埋蔵文化財調査事業
15,452,125

47
渥美文化会館の施設整備を実施し、利用者
が安心、安全な利用が出来るように務める。

0 事 務 事 業 評 価

・施設の老朽化への対応として、利用者が安
全に使用できるよう、また、長寿命化のため、
大規模な改修工事を必要に応じて行う。

・渥美文化会館及び図書館の屋根改修工事を
実施した。

文化財保護の基軸となる文化財の指定を進めるため、
指定文化財候補の調査を引き続き行う。
指定文化財とするための調査を進める。
広報やホームページ、ＳＮＳ等を積極的に活用し、情報
発信を継続的に行うことにより、文化財保護への市民
の理解を深め、ふるさと教育を推進していく。

文化財保護事業
14,259,949

施設及び設備等の老朽化を踏まえ、生涯学習課と調
整をし、施設を稼働させるために必要な設備の順位付
けをして、整備計画を整える。併せて今後の利用状況
を予測し、利用者が安全に利用できるよう、施設及び
設備の維持管理を適切に行う。

渥美文化会館運営事
業

76,782,754

46
茶華道、俳句、静坐愛好者等の利便性を図
り、市民が安全に楽しく利用できるよう適正な
管理を行う。

8,791,663 事 務 事 業 評 価

R4年度の年間利用者は7,927人であり、茶華
道の拠点施設として、文化の継承、学習機会
を広く市民等に提供している。
前年度と比べ茶室等の利用者数が増加した
が、立礼席の利用者数は横ばいで推移してい
る。

施設の適正な維持管理を行うため、引き続き指
定管理による管理を実施した。

指定管理者による施設管理を引き続き実施し、より効
果的な施設の維持管理を図る。
近接する田原市博物館と連携した事業の展開を図る。
指定管理者と綿密な連絡・報告体制をとり、適正な管
理運営を行う。

45
生涯学習の拠点施設として渥美文化会館
（文化ホール・農村環境改善センター）の適
正な管理運営を行う。

50,516,515 事 務 事 業 評 価

施設及び設備の老朽化が著しく、機器の故障
が発生している。経年劣化が原因で起こる故
障に対しての修繕が、部品交換で賄えない機
器もあるので、整備計画を生涯学習課と調整
し、実施していく必要がある。

・トイレ洋式化、手洗い自動水洗化を行い、感染
症対策や利用者の利便性の向上につなげた。
・施設及び設備の修繕工事を行うとともに、保守
点検等の維持管理を行うことで、利用者が安全
に安心して利用できた。

池ノ原会館運営事業
8,832,721

施設全体の機能･性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考慮に入れ、計画的な修繕を実施する。

田原文化広場運営事
業

113,434,527

44
市民に文化活動の場を提供し、優れた舞台
芸術に接するために、施設の安定した維持管
理を行う。

10,596,703 事 務 事 業 評 価

・市民の芸術文化活動の活性化や意識の向
上のため、活動場所となる施設の適切な管理
運営が必要である。
・施設の老朽化への対応として、利用者が安
全に使用にできるように、日頃の点検と修繕を
継続する必要がある。

・専門業者による設備等の保守点検を実施し、
不具合箇所の早期発見に努めた。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕を実施した。（消防設備修繕、自動ドア修繕
等）

施設全体の機能･性能劣化を防ぎ、利用者の利便性
も考慮に入れ、計画的な修繕を実施する。
個別施設計画に基づいた今後の施設のあり方につい
て、一定の方向性を決めていく。

赤羽根文化会館運営
事業

14,088,853

43
生涯学習施設の拠点として重要な役割を
担っており、施設の安定した維持管理を行う。

90,655,730 事 務 事 業 評 価

・市民の芸術文化活動の活性化や意識の向
上のため、活動場所となる施設の適切な管理
運営が必要である。
・施設の長寿命化を図り、利用者が安心して使
用できるように計画的な整備が必要である。

・専門業者による設備等の保守点検を実施し、
不具合箇所の早期発見に努めた。
・経年劣化や消耗による不具合解消のための修
繕や、施設の利便性向上のための改修工事等
を実施した。（空調設備改修工事、防火設備修
繕工事、トイレ洋式化改修工事等）



施策名

事務事業コード 　内 直接事業費 1 　担当部課名

　内 人件費 2 　評価責任者氏名

3 　妥当性評価

　内 直接事業費 4 　有効性評価

　内 人件費 5 　効率性評価

令和5年度以降の
課題解決に向けた取組方針
（今後3～5年程度をイメージ）事務事業名

R4決算額（円）
No 事務事業の目的

R3決算額（円） 事 務 事 業 評 価

事務事業の現状・課題 令和4年度中に実施した課題解決や
事務改善に向けた取組の成果

文化財の継承

50602030 23,857,412 1 教育部　文化財課

2,796,553 2 天野　敏規

3 高い

35,474,298 4 普通

3,542,430 5 普通 改善の効果 普通

文化財の継承

50603010 33,248,482 1 教育部　文化財課

38,878,267 2 天野　敏規

3 高い

51,383,494 4 普通

37,325,111 5 普通 改善の効果 普通

文化財の継承

50603020 1,361,169 1 渥美支所　地域課

5,659,276 2 小久保　義則

3 普通

1,336,040 4 普通

5,157,163 5 普通 改善の効果 普通

文化財の継承

50603030 4,153,804 1 教育部　文化財課

8,276,383 2 天野　敏規

3 高い

5,527,626 4 普通

10,744,327 5 普通 改善の効果 普通

引き続き幅広いテーマ・地域や年齢層を考慮した展覧
会を実施し、安定的な入館者の確保に努める。
ふるさと教育を引き続き推進するため学校連携や講座
等を開催する。
収蔵（歴史・美術等）資料を整理し、保存・活用を図る
と共に、インターネット上のホームページで公開する。
次世代を担う学芸員の育成に取り組む。

博物館運営事業
88,708,605

52

施設の適切な維持管理を行うとともに、利用
者が安全で安心して利用しやすい運営に努
め、常設展示や刊行物により、所蔵資料の展
示・公開を行う。

7,020,445 事 務 事 業 評 価

施設及び設備が、著しく老朽化している。利用
状況を踏まえ、施設及び設備の修繕や更新等
を文化財課と調整し、実施していく必要があ
る。

引き続き積極的なＰＲ活動や小中学校への働きかけ、
広域における連携、体験学習メニューの多様化と充実
を図ることにより、安定的な利用者の確保に努める。
施設の適正な維持管理のため、計画的な除草業務を
行う。

吉胡貝塚公園運営事
業

16,271,953

施設及び設備の修繕や保守点検等の維持管理
を行うことで、利用者が安全に利用することがで
きた。

今後の利用状況を検討し、利用者が安全に利用でき
るよう、文化財課と調整をし、施設及び設備の維持管
理を適切に行う。渥美郷土資料館管理

事業

6,493,203

53

国指定史跡｢吉胡貝塚｣の考古文化遺産とし
ての活用を図り、吉胡貝塚史跡公園（シェル
マよしご）の効率的な運営・管理を行って、広
く市民に歴史・文化の学習機会を提供する。

12,430,187 事 務 事 業 評 価
R4年度入館者：5,926人（19人/日）、体験学
習参加者：4,888人（16人/日）であり、国指定
史跡吉胡貝塚の歴史文化の継承、学習機会
を広く市民等に提供している。前年度よりも入
館者、体験学習参加者ともに減少した。
敷地が広大なため、除草作業に多大な時間を
要する。

積極的なPR活動を行うとともに、運営面でも体験
学習メニューの多様化を図り、利用者の増加に
努めた。
計画的な除草業務を行い、公園の適正な維持
管理に努めた。

51

田原市博物館は重要文化財や重要美術品、
田原藩関係資料等を収蔵しており、企画展、
講座等の開催、平常展展示替、刊行物、民
俗資料等の活用により、より多くの所蔵資料
の展示公開を行う。

72,126,749

50
地域文化の振興を図るため、崋山会館の適
正な管理運営を行う。

26,653,965 事 務 事 業 評 価

中心市街地において唯一コンベンション機能を
備えた施設であり、市民のニーズもあるため、
施設の維持管理を適切に進めながら活用を図
る必要がある。
施設の老朽化が顕著になりつつあるため、施
設の改修が課題である。

施設の適正な維持管理を行うため、引き続き指
定管理による管理を実施した。

指定管理者による施設管理を引き続き実施し、より効
果的な施設の維持管理を図る。
近接する田原市博物館と連携した事業の展開を図る。
指定管理者と綿密な連絡・報告体制をとり、適正な管
理運営を行う。

崋山会館運営事業
39,016,728

事 務 事 業 評 価
R4年度入館者数：博物館8,903人（32人/
日）、民俗資料館は休館中。
平常展のほか企画展を1回開催した。前年度
よりも入館者数は減少した。
資料収集：購入3件、寄贈：12件。
施設の老朽化が進行しているため、長寿命化
を図っていく必要がある。

博物館空調設備改修、企画展示室1LED化、博
物館内無料WiFi整備工事を行った。
市内学校等からの依頼による授業講師等に対
応して、ふるさと学習の推進を行った。
博物館のインスタグラムを利用し、展覧会や文化
財等の情報発信に積極的に努めた。


